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みんなで
つくろう　元気

　大津　人と自然にやさしい　心かよいあう　まち

平成25年度　当初予算

164億5,736万円
　平成25年度の一般会計は、２月に町長
選挙が行われたことから、義務的経費や継
続的事業に係る経費を中心に「骨格予算」と
して編成しています。新規事業や投資的事
業などの「政策的経費」は、今後、補正予算
として編成する予定です。
　平成２5年度の予算額は、一般会計で９７
億6,162万円です。対前年比5億162万円
（4．89％）の減額です。特別会計と合わせ
ると164億5,736万円で、前年度の当初予
算より6億4,815万円（3．79％）の減額と
なっています。

　一般会計の予算規模は、障害者福祉サー
ビス事業や保育所運営費、予防接種事業
が増額になったものの、美咲野小学校建設
事業の終了や国の経済対策による社会資
本整備総合交付金事業の２４年度への前倒
しによる減額など、投資的な事業の縮小が
影響して、前年度と比較して5億162万円
（4．89％）減額の予算編成になっています。
　特別会計予算の総額は、66億9,574万
円で対前年度に比べると、1億4,653万円
の減額です。特別会計の予算規模は、公
営企業会計（公共下水道、農業集落排水特
別会計）が大きく減額しています。

会計名

農業や自営業、退職者などの皆さんの保険給付や人間ドックなどの
保険事業の会計です。

大津町、南阿蘇村（旧長陽村）、菊陽町、菊池市（旧旭志村、旧泗
水町）、合志市（旧合志町）の市町村で1,108haの共有財産、緑資
源公団の分収育林管理などの会計です。

生活環境の向上と河川の汚濁防止などを目的に、生活雑排水などの
処理施設を整備する会計です。

一般会計

国民健康保険特別会計

大津町外四ケ市町村共有財産
管理処分事務受託特別会計

公共下水道特別会計

△4.89％

＋0.56％

＋1.58％

△15.82％

97億6,162万円

29億3,093万円

348万円

12億1,438万円

農村地帯の生活環境の向上と河川の汚濁防止などを目的に、生活
雑排水などの処理施設を整備する会計です。

熊本県後期高齢者医療広域連合が行う後期高齢者の皆さんの医療給
付に伴う保険料、健診などが主な会計です。

高齢者の皆さんの介護に関するサービス給付が主な会計です。

熊本中核工業団地内の工場で使用される工業用の水道給水を行うた
めに設けられた独立採算制の会計です。

介護保険特別会計

農業集落排水特別会計

後期高齢者医療特別会計

工業用水道事業会計

20億9,278万円

１億3,311万円

２億6,117万円

5,990万円

＋3.60％

△9.66％

＋２.49％

＋0.86％

※表示単位未満端数処理のため合計額は一致しない場合があります。

予算額 対前年比 会計名 予算額 対前年比

平成25年度の予算規模

164億5,736万円（△3.79％）合　計

骨格予算とは？
　町長選挙が２月に行われ、新町長が就任直後のために、最低限必要な経費を盛り込んで編成する、通常より規模の小さな「骨格予算」となっています。
「骨格予算」の主な内容
　①扶助費、人件費、公債費などの「義務的経費」や施設管理費等の「経常的経費」
　②債務負担行為を設定している事業など、継続して実施している事業
　③年度当初に予算が無ければ、事業執行に支障をきたすもの　など
※新規事業や投資的事業などの「政策的経費」は、今後十分に検討を行い「補正予算」として編成する予定です。

一般会計予算

国の経済対策を受けて公共事業を行います

道路ストック総点検事業（3,094万円） 社会資本整備総合交付金事業（都市再生整備計画事業）
（8億5,386万円）

町の道路を点検し、必要箇所の補修工事などを行います。

県道負担金（263万円）
県が行う道路整備事業（熊本大津線）に負担金を支払います。

県営事業負担金（1,680万円）
県が行う圃場整備事業（迫井手地区）やかんがい排水事業（上井手、
下井手地区）に負担金を支払います。

農業水利施設保全合理化事業（3,422万円）
各土地改良区が行う農業用水路の改修工事などに負担金を支払い
ます。

町営住宅改修事業（8,200万円）
西鶴団地と鍛冶の上団地の屋根・外壁などの改修事業を行います。

下水道整備事業（8,000万円）
下水道汚水管（新小屋地区）の整備事業を行います。

経済再生事業による以下の事業を行います。
○駅前楽善線整備事業○門出 2号線改良工事○上井手公園整備事
業○肥後大津駅北口駅前広場整備事業○立石地区集会所建設工事
○介護予防事業用マイクロバス購入事業○美咲野小学校通学路防
犯灯設置事業○消防用設備整備事業（小型ポンプ、積載車、救助
資機材搭載型車両）○太陽光発電設備設置事業（老人福祉センター、
町民交流施設、生涯学習センター、大津地区公民館分館、大津町
運動公園）

町税
43億2,800万円
（44.3％）

自主財源
50億5,000万円
（51.7％）

依存財源
47億1,200万円
（48.3％）

分担金・負担金
２億7,200万円
（2.8％）

使用料・手数料
２億5,300万円
（2.6％）

地方交付税
13億円
（13.3％）

その他
１億8,000万円
（1.8％） 繰入金

1,600万円
（0.2％）

国庫支出金
10億8,400万円
（11.1％）

県支出金
７億5,200万円
（7.7％）

町債
10億6,600万円
（10.9％）

その他
５億1,000万円
（5.2％） 人件費

19億2,600万円
（19.7％）

扶助費
22億8,000万円
（23.4％）

公債費
13億8,300万円
（14.2％）

補助金など
12億5,300万円
（12.8％）

物件費
11億4,100万円
（11.7％）

その他の経費
1億7,900万円
（1.8％）

投資的経費
３億5，700万円
（3.7％）

補助事業
１億8,000万円
（1.8％）

単独事業
1億7,700万円
（1.8％） 予備費

１億4,900万円
（1.5％）

義務的経費
55億8,900万円
（57.3％）

その他の経費
36億6,600万円
（37.6％）

操出金
10億9,200万円
（11.2％）

民生費
35.5％

衛生費
9.4％

農林水産業費
3.9％

商工費
1.1％

土木費
8.5％

消防費
3.4％

教育費
9.4％

災害復旧費
0.5％

公債費
14.2％

予備費
1.5％

議会費
1.2％

総務費
11.3％

※端数処理により合計は一致しない場合があります

総額　97億6,162万円

歳出（性質別内訳）

歳出（目的別内訳）

歳入

※万円以下四捨五入

　３月に開催された町の定例議会において、国の経済対策に伴う追加公共事業など（総事業費10億9,924万
円）を含む補正予算が編成されました。今回実施する事業の多くは、町が事業計画していたものを、国の経済
対策を受け、前倒しで実施するものです。今回の事業費は、国の補助金と補正予算債（100％充当、交付税算
入）、また、地域の元気臨時交付金により、地方負担分の８割が交付されます。主な事業は次のとおりです。
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